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金沢美術工芸大学 紀要 No.61 2017
｢教育実習事後指導｣教師として大切にすべきこ
とは何か（受講生の意見を筆者が分類したもの）
〈生徒との関わり〉生徒と信頼関係を築く。
尊敬される先生になる。
・生徒のことを信頼する。
生徒のことをネガティブに見ない。生徒の
味方になるようにする。一面から見ない
で、生徒の良さはどこにあるのかという観
点で見る。
・生徒を人として対等に接する。
相手も人間である。生徒の立場に立って考
えると良い。
・個々の生徒に寄り添って考える。
全ての生徒に目を配る。生徒ひとり一人の
状況、不安に気づける力。生徒の変化に気
づき、行動に移せる力。
・生徒の個性を尊重する。
生徒の自主性を大切にする。口を出しすぎ
ない。
・長いスパンで生徒を見守る。
根気強く指導をし続ける。生徒は良くも悪
くも学習している。将来のことをイメージ
する。
・観察力、想像力を磨く。思い込みを捨てる。
生徒のことをよく見る。観察力を磨く。自
分が言ったことが生徒にどう影響するかを
考える。生徒のスケジュールなどを把握し
ておく。生徒を観察して、力量を見極める。
日誌をよく見ること（会話では聞けないこ
とがわかる可能性がある。）
・自分から積極的に生徒と触れ合っていく。
積極的なコミュニケーション。挨拶をした
り、小さなやりとりから始める。生徒と関
わることを楽しむ。授業以外も勝負。
・生徒に平等に接する。公平に接する。
・教師という立場を自覚して、適切な距離感
を保つ
近すぎず遠すぎず。一線を引いて接する。
皆に好かれようと思わない。生徒に不安を
見せない。
・優しさと厳しさを併せ持つ、演技力も必要
演技力が要る。必要があれば、しっかり叱る。
叱るときは理由を説明する。役者になる。
〈教師としての専門性〉
・生徒のできることとできないことを把握し
ておく。
やってしまいそうなこと、作業のペースな
ど。限られた時間で何を伝えられるか。
・指導方法にメリハリを付ける。
クラス全体と個別の指導の違い。年齢に
よって、教え方、話し方、接し方を合わせ
ていく。注目を集める。
・何のためにその教科を学ぶのか生徒に説明
できる。
面白さを伝える。「美術は良い」という思
想を押しつけない。何に興味があるのかを
自覚させる。やる気を出させる。学びたい
と思わせることができる。
・言葉の表現力
指示を明快にする。語彙力を高める。わかり
やすく説明する。話を聞かせるプレゼン力。
・明るい、楽しい授業やHRづくり
授業が楽しい経験となるにはどうしたら良
いのかを考える。好奇心を持てるような教
材。できない子を中心に丁寧に教える。で
きる子は放っておく。ある程度の制約を設
ける（自由すぎると制作できない）。一つ
４．考察
先述したように、１年次の調査時点ではすでに「教
職論」（１年前期）の授業を３分の２程度受けており、
すでに教職について少しは考え始められるように
なっているようである。そのため、１年次と４年次
を比較すると項目としてはあまり変わりがないよう
に見える。しかし、理由まで見てみると、４年次で
の意見の方がより具体的には考えられているようで
ある。これは教職課程を通して、特に教育実習に
よって得られた体験を元に考えられるようになって
いるからであろう。
また、４年次でも教科の専門的な知識・技術の重
要性にはほとんど触れられていない。普段は、美術
や工芸の専門性の高い教育を受けていることによ
り、知識・技術の問題は感じないものの、教育実習
で初めて「教師」の立場を経験させてもらったこと
により、生徒にいかに伝え、理解してもらうかといっ
た点に自らの課題を感じ取っていると思われる。こ
れは、教員養成系ではない大学に共通することなの
かもしれない。
今回の分析は、一つの学年の経過を見ることで、
教職課程を履修することでの学生の意識の変化を見
ているが、１年次での調査はもっと早い時期、教職
課程を履修する前に行われる必要があるのかもしれ
ない。また、４年次も、教育実習に行って比較的早
い段階での意見であり、その後変化することも考え
られる。今後はさらにそのような調査を行い、教師
観が育まれる過程を明らかにする必要がある。
（くわむら・さわこ 一般教育等／教育学）
（2016年10月31日 受理）
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美術系大学における教職課程の学生の教師観 桑村佐和子
の授業で一つは何か得られるようにする。
・誰でもわかりやすい授業。
授業における計画性とキャッチーさ。採点
基準を明確にする。実演指導の方法を工夫
する。出来る子とできない子の両方との接
し方、指導。生徒の立場に立って授業を展
開する。
・生徒の主体性を尊重した授業運営
誰のための授業か。生徒に気づかせる手助
けをする。伝えるのではなく、理解させる
事をめざす。
・授業の技術
ゆっくりはっきり話す。板書の工夫。
・事前準備の必要性
〈教師としての生活〉
・生活環境を整える。
体力、気力が必要。
・学び続けること、考え続けること。
日々の生活の中で極力学びの機会を増や
す。つなげていく。絶えず自分で課題を見
つけること。向上心を持ち続けること。
・生徒共に学び成長すること
生徒に教えるだけでなく、自身も生徒から
学ぶ。生徒に素直に謝ることが出来る。
・個人情報の管理
・教師間での情報共有
指導してくれる先生から沢山のことを学ぶ
のは大事。非常時における教師の対応
〈総合的な人間力〉
・社会人としてのマナーも身につけている。
服装、見た目も大事。報告、連絡、相談。勤
勉である。品性良好。生徒の手本となれる。
・怖がらずに人と関わる態度
受身にならずに行動すること。大きな心
で。動じない、落ち着きある態度。
・観察力を身につける。
・自分自身を大切にする。
心身の健康。生徒よりも元気であるくらい
に。先生というより一人の大人として自然
体で接する。ありのままの自分で。
・時代の変化への対応
SNS等今の時代に即した教育が大事。
・笑顔
前向きである。安定している。仕事を楽しむ。
